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火
樹
芸
部
の
ハ
ウ
ス
循
環
扇
、
三
角
ミ

ニ
ト
マ
ト
部
会
の
ハ
ウ
ス
の
補
助
、
樹

芸
部
松
橋
支
部
の
炭
酸
ガ
ス
発
生
装
置

と
防
虫
ネ
ッ
ト
、
園
芸
部
会
小
川
支
部

の
炭
酸
ガ
ス
発
生
装
置
、
ハ
ウ
ス
循
環

扇
、
防
虫
ネ
ッ
ト
。
シ
ョ
ウ
ガ
専
門
部

会
の
防
虫
ネ
ッ
ト
。
イ
チ
ゴ
専
門
部
会

の
育
苗
ベ
ン
チ
。
柑
橘
部
会
の
ハ
ウ
ス

設
置
。
柑
橘
部
会
の
天
井
巻
き
上
げ
装

置
、
単
棟
ハ
ウ
ス
、
ス
ピ
ー
ド
ス
プ

レ
ー
ヤ
ー
５
台
分
で
あ
る
」
と
の
答
弁

が
あ
っ
た
。

　

次
に
、
公
園
施
設
災
害
復
旧
費
に
つ

い
て
、「
観
音
山
総
合
運
動
公
園
の
災

害
復
旧
工
事
に
つ
い
て
は
、
以
前
に
も

２
回
も
３
回
も
工
事
を
行
っ
て
い
る
。

工
事
の
や
り
方
と
か
工
法
と
か
に
問
題

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
ま
た

同
じ
よ
う
に
崩
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
、
今
度
工
事
を
や
る
と
き
は
、
何
か

他
の
工
法
と
か
は
な
い
の
か
。
ま
た
、

ブ
ロ
ッ
ク
積
み
の
工
法
で
も
い
い
が
、

そ
れ
が
倒
れ
な
い
よ
う
に
ア
ン
カ
ー
ボ

ル
ト
で
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

か
」
と
の
質
疑
に
対
し
て
、「
議
員
ご

指
摘
の
と
お
り
で
、
今
回
で
２
回
目
で

あ
る
。
地
形
と
土
質
の
要
因
が
大
き
い

と
思
っ
て
い
る
。現
在
は
、植
栽
ブ
ロ
ッ

ク
で
工
事
を
し
て
あ
る
が
、
見
栄
え
が

悪
く
て
も
、
間
知
ブ
ロ
ッ
ク
も
含
め
て

検
討
し
た
い
。
ま
た
、
ア
ン
カ
ー
ボ
ル

ト
で
表
面
を
押
さ
え
る
と
い
う
案
に
つ

い
て
も
、
現
在
検
討
中
で
あ
る
」
と
の

答
弁
が
あ
っ
た
。

　

以
上
、
本
委
員
会
の
審
査
の
経
過
と

結
果
の
報
告
と
す
る
。

民
生
常
任
委
員
会

　　

本
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と

結
果
を
報
告
す
る
。

● 

平
成
19
年
度
宇
城
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

　
「
松
合
地
区
合
併
浄
化
槽
設
置
補
助

金
で
予
算
的
に
は
所
管
外
だ
が
、
そ
の

後
の
維
持
管
理
は
、
民
生
の
所
管
に
な

る
。
し
か
し
、
そ
の
浄
化
槽
管
理
は
、

地
域
を
指
定
し
て
い
る
関
係
で
、
市
民

は
業
者
選
択
が
で
き
ず
、
負
担
を
強
い

ら
れ
て
い
る
。
市
民
負
担
を
少
し
で
も

軽
く
す
る
た
め
に
業
者
の
新
規
参
入
を

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
」
と

の
質
疑
に
対
し
て
、「
合
併
浄
化
槽
は

下
水
道
課
で
施
工
し
て
い
る
が
、
工
事

完
成
後
の
維
持
管
理
は
民
生
常
任
委
員

会
の
所
管
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
下
水

道
課
と
環
境
衛
生
課
で
連
携
し
、
こ
れ

ま
で
、
２
回
ほ
ど
、
業
者
を
集
め
て
の

協
議
、
指
導
を
し
て
き
た
結
果
、
相
当

な
開
き
が
あ
っ
た
料
金
は
改
定
さ
れ
つ

つ
あ
る
。
そ
の
調
査
結
果
が
届
い
て
い

る
の
で
、
後
日
金
額
に
つ
い
て
は
報
告

で
き
る
と
思
う
。
ま
た
、
新
規
参
入
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
新
規
参
入
が
あ
っ

た
時
点
で
対
応
し
て
い
く
。
そ
の
た
め
、

新
規
参
入
が
あ
っ
た
場
合
は
ど
う
す
る

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
現
状
で

は
コ
メ
ン
ト
は
、
差
し
控
え
た
い
」
と

の
答
弁
で
あ
っ
た
。更
に
委
員
か
ら「
価

格
等
の
面
で
の
努
力
は
評
価
す
る
。
今

後
、
新
規
参
入
が
あ
っ
た
場
合
は
、
市

民
の
目
線
で
検
討
を
願
い
た
い
」
と
の

意
見
が
あ
っ
た
。

　

次
に
、「
公
共
関
与
に
よ
る
産
業
廃

棄
物
管
理
型
最
終
処
分
場
整
備
の
事
業

主
体
と
な
る
財
団
法
人
に
つ
い
て
、
ど

う
い
う
法
人
な
の
か
」
と
の
質
疑
に
対

し
て
、「
ま
だ
、
案
の
段
階
だ
が
、
名

称
は
、
財
団
法
人
熊
本
県
環
境
整
備
事

業
団
。
設
立
目
的
は
産
業
廃
棄
物
の
適

正
な
処
理
そ
の
他
廃
棄
物
に
関
す
る
各

種
事
業
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
自
然
環

境
の
保
全
及
び
県
民
の
生
活
環
境
の
保

全
並
び
に
産
業
の
健
全
な
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
で
あ
る
。
設
立
時
期
は
平
成

19
年
10
月
頃
に
向
け
準
備
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
基
本
財
産
は
、
当
初
６
０
０

万
円
を
予
定
し
て
お
り
、
そ
の
出
捐
割

合
は
県
２
０
０
万
円
、
市
町
村
１
０
０

万
円
、
排
出
事
業
者
３
０
０
万
円
、
３

団
体
か
ら
併
せ
て
６
０
０
万
円
。
対
象

は
48
市
町
村
、
排
出
事
業
者
は
、
県
医

師
会
を
始
め
と
す
る
11
団
体
。
廃
棄
物

処
理
セ
ン
タ
ー
は
公
共
関
与
の
事
業
主

体
と
な
る
財
団
法
人
等
を
環
境
大
臣

が
「
廃
棄
物
処
理
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て

指
定
す
る
。
廃
棄
物
処
理
法
に
基
づ
い

て
効
果
的
に
事
業
を
実
施
す
る
予
定
で

あ
る
。
主
な
支
援
措
置
と
し
て
、
①
産

業
廃
棄
物
処
理
施
設
モ
デ
ル
的
整
備
費

補
助
②
広
域
廃
棄
物
埋
立
処
分
施
設
整

備
費
補
助
③
産
業
廃
棄
物
処
理
特
定
施

設
整
備
法
に
関
す
る
支
援
措
置
が
あ
り
、

廃
棄
物
処
理
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
行
っ

て
い
く
も
の
で
あ
る
」
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
。

　

以
上
、
本
委
員
会
の
審
査
の
経
過
と

結
果
の
報
告
と
す
る
。

７月６日の豪雨により崩壊した
観音山グラウンドの擁壁

耐震診断を受ける三角センター

文
教
常
任
委
員
会

　

本
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と

結
果
を
報
告
す
る
。

● 

宇
城
市
不
知
火
温
水
プ
ー
ル
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　
「
今
回
の
改
正
で
は
、３
ヶ
月
と
６
ヶ

月
の
登
録
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
が
、
こ
の
改
正
で
、
ど
の
程
度
の
利

用
者
の
増
加
を
見
込
め
る
の
か
」
と
の

質
疑
に
対
し
、「
年
間
登
録
に
な
る
と
、

病
気
等
の
た
め
利
用
が
で
き
な
く
な
る

場
合
な
ど
が
あ
り
、
利
用
者
か
ら
の
要

望
で
改
正
す
る
。
ま
た
、
利
用
者
に
つ

い
て
は
２
割
増
を
見
込
ん
で
い
る
」
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
。

● 

平
成
19
年
度
宇
城
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

　

社
会
教
育
費
の
三
角
セ
ン
タ
ー
費
の

委
託
料
に
つ
い
て
、「
設
計
業
務
と
耐

震
診
断
業
務
委
託
料
の
内
容
は
何
か
」

と
の
質
疑
に
対
し
「
当
初
予
算
に
三
角

町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設
の
予

算
を
計
上
し
て
あ
る
が
、
検
討
し
た
結

果
、
三
角
セ
ン
タ
ー
を
改
修
し
て
利
用

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
耐
震
診
断
業

務
と
設
計
業
務
を
計
上
し
て
い
る
」
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
す
で

に
議
決
し
て
い
る
。
耐
震
調
査
の
結
果

次
第
で
は
、
こ
の
予
算
は
無
駄
に
な
る

と
い
う
こ
と
か
」と
の
質
疑
に
対
し「
事

業
費
を
節
減
し
た
余
剰
金
で
三
角
地
域

の
振
興
を
図
る
べ
き
計
画
は
立
た
な
い

か
検
討
し
た
結
果
、
目
処
が
立
ち
、
地

域
審
議
会
に
説
明
し
、
了
承
の
旨
の
答

申
を
頂
い
た
後
、
嘱
託
員
会
議
に
説
明

し
、
併
せ
て
図
書
館
を
建
設
す
る
こ
と

も
説
明
し
て
い
る
。
新
設
を
取
り
止
め

る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
改
修
費

に
１
億
６
７
０
０
万
円
程
を
見
込
ん
で

お
り
、
そ
の
範
囲
で
達
成
で
き
る
か
検

討
す
る
た
め
の
調
査
を
行
う
。
両
建
て

で
は
な
い
か
と
の
指
摘
が
あ
る
が
、
検

討
す
る
た
め
の
材
料
を
揃
え
る
た
め
の

委
託
料
で
あ
る
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、「
新
設
と
改
修
は
１
億
円
位

し
か
変
わ
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
過

疎
債
で
対
応
し
て
、
三
角
町
の
核
と
し

た
活
性
化
に
繋
が
る
建
築
物
は
で
き
な

い
の
か
」
と
の
質
疑
に
対
し
「
新
設
の

場
合
は
、
三
角
セ
ン
タ
ー
の
解
体
に
３

６
０
０
万
円
程
度
を
一
般
財
源
で
対
応

せ
ざ
る
を
え
な
い
。
改
修
費
に
つ
い
て

は
、
交
付
金
４
割
、
合
併
特
例
債
及
び

現
在
あ
る
三
角
庁
舎
建
設
基
金
１
億

６
０
０
０
万
円
の
条
例
を
、
改
正
の
手

続
き
を
踏
ん
だ
上
で
、
図
書
館
も
含
め

充
当
し
た
後
、
約
１
億
円
の
残
額
が
見

込
め
る
。
そ
の
残
額
１
億
円
は
、
仮
称
、

三
角
地
域
振
興
基
金
と
し
て
積
み
立
て

今
後
の
三
角
地
区
の
振
興
に
充
て
た

い
」、
ま
た
、「
耐
震
診
断
調
査
の
結
果

を
踏
ま
え
、
両
案
に
つ
い
て
は
、
委
員

会
、
さ
ら
に
は
、
議
会
に
案
を
提
示
し

た
上
で
執
行
す
る
」
と
の
答
弁
が
あ
っ

た
。

　

以
上
、
本
委
員
会
の
審
査
の
経
過
と

結
果
の
報
告
と
す
る
。

執行部にするどい質問をする子ども議会議員たち

　

平
成
19
年
８
月
８
日
、
中
学
生
に
よ

る
子
ど
も
議
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
子
ど
も
議
会
は
、

本
年
度
か
ら
は
中
学
生
の
み
に
よ
る
議

会
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
市
政
に
つ
い

て
す
る
ど
い
質
問
を
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
っ
て
、
子
ど
も
議
会
議

員
は
、
自
分
達
の
班
が
行
う
一
般
質
問

の
内
容
を
検
討
し
、
本
番
に
向
け
て
何

度
も
学
習
会
を
実
施
し
て
き
た
。

　

子
ど
も
議
会
当
日
は
、
議
長
選
出
の

後
、
市
長
の
施
政
方
針
を
聞
き
、
自
分

達
で
検
討
し
て
き
た
質
問
を
、
市
長
を

は
じ
め
と
す
る
執
行
部
に
投
げ
か
け
た
。

平
成
19
年
度

子
ど
も
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た


